
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「将来展望人口の実現に向けた取り組みについて」 

（問）市の合計特殊出生率は１．44 で、県内 19 市のうち 17 番目と低い。なぜ低いのか。分析・評価はでき

ているか。 

（宮澤市長）昔は周囲が出会いを世話したが、今はプライバシー問題等で難しい。平成 27 年策定の「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」では２０４０年に８万３千人維持が目標も、現実は大変困難だ。とりあえず

４つの基本目標を掲げ進めている。議員にも、具体的な提案、出会いの場の創設等に努力頂きたい。 

（上條政策部長）既存の支援策に加え若者の移住・定住促進等も併せて計画の達成を目指したい。 

（問）不妊治療等の支援の取り組みはどうか。 

（高橋保険部長）不妊・不育治療は補助率３分の２、上限 30 万円で、平成 

26 年度以降、年間 130 件前後の申請がある。 

（問）20 歳から 39 歳の市民の未婚率が約 51％と高い水準である。 

市として、結婚支援にもっと積極的に取り組むべきではないか。 

（花村福祉部長）商工会青年部が行なっている婚活事業「アズサポ」に 

委託している。婚活イベントや相談等で、県内トップクラスの成果がある。 

（政策部長）民間活力の活用、結婚後の生活支援なども含めた、 

総合的な結婚支援策について、福祉部と協議を始めたところである。 

→ 実績ある「アズサポ」や「しあわせ信州婚活サポート」等を活用し、 

中信地区の結婚支援をリードすべく、今後の取り組みに注目しましょう。 

「公共施設再配置計画の進め方について」 

（問）市の財政健全化のため公共施設再配置計画は大切な計画である。一方で行政側だけで策定し、

個々の施設の方向性が市民と共有できていない。サービスの代替など市民目線で丁寧に対応すべき

である。ハードからソフトへ、を掲げ３選した市長の責務では。 

（市長）長峰荘と穂高プールの行方は行政運営に影響がある。市民への丁寧な説明、対話に努める。 

（問）議論の土台として、廃止費用、収支見込みや代替案は。 

    ⇒⇒「ライフサイクルコスト」の考え方について、右頁表を用いて、概念を説明しました。 

（西村教育部長）穂高プールでは代替３案（※）を検討したが、各案課題がある。説明会での市民の意見

や施設の利用状況等から今後の運営について判断する。 

 ※代替 3案 ⇒①あづみ野ランドへ誘導（現状はプールが狭く不可）、②らーら松本割引券発行 

        （夏季は割引対象外）、③学校プール開放（監視・ロッカー設置等が新たに必要） 

（右頁につづく） 

 

※施設の竣工から廃止・解体までの全体でかかる費用を、ライフサイクルコストという言葉を用い

て説明し、今後の検討において明確にすべきものと問い質しました。（穂高プールを例に説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 個々の施設の継続・廃止等をしっかりとチェックして進めるように致したいと思います。 

 

 

 

☞政務活動費とは？ 

 地方議会の議員が行なう調査研究その他の活動に必要な経費の一部として支給される費用。 

安曇野市では、所属議員一人当たり年額 12 万円が、会派に対して支給され、会派が行なう活動の 

経費に充てられる。（安曇野市では、議員個人の活動の交通費や広報費は対象外。） 

 

8/18（土）パリテ・カフェ（長野県初開催）参加（女性議員を増やす活動の連絡会） 

8/23（木）森林・林業・林産業活性化促進議員連盟長野県連絡会議（飯山市） 

8/28（火）全員協議会 

9/2（日）安曇野市総合防災訓練 

9/3（月）～28（金）9 月定例会 

9/17（月祝）上原地区敬老会来賓参加 

9/29（土）「女性のための勉強会」講師 

10/5（金）中信 4 市議会議員研修会 

10/9（火）～10（水）福祉教育委員会視察研修（福岡県・大牟田市） 

 ※9 月、10 月に行われる、学校の運動会・音楽会等へも来賓参加予定。 

 

第１問に「将来展望人口の実現に向けた取り組みについ

て」、第２問に「公共施設再配置計画の進め方について」

を取り上げました。 

今後の予定 

市議会いろは 

６月議会（定例会）のご報告 

 

小林陽子 

議会一般質問 

 

婚活「アズサポ」紹介チラシ 

２ ３ 

QR コードから一般質問の

録画放送にリンクできます。 

 

「ライフサイクルコスト（イメージ）」の説明資料（自作） 


